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�
月
�
日
に
、
第
２
回

中
央
委
員
会
を
開
催
し
、

下
期
の
活
動
計
画
を
確
認

し
た
。

来
年
、
２
０
１
９
年
は

全
労
生
の
�
周
年
に
あ
た

り
、
下
期
の
活
動
は
こ
の

�
周
年
の
準
備
が
中
心
と

な
る
。
こ
の
な
か
で
、
最

も
重
要
な
課
題
は
、
�
周

年
以
降
の
生
産
性
運
動
の

あ
り
方
の
検
討
で
あ
る
。

中
央
委
員
会
で
は
、
概
要

次
の
通
り
中
間
報
告
を
行

っ
た
。

　
少
子
・
超
高
齢
化
に
よ

る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

と
非
正
規
雇
用
の
増
加
、

膨
大
な
政
府
債
務
と
社
会

保
障
の
持
続
可
能
性
へ
の

懸
念
、
第
４
次
産
業
革
命

の
進
展
が
見
込
ま
れ
る
な

か
で
、
国
民
生
活
の
向
上

や
社
会
の
進
歩
に
人
間
性

尊
重
を
基
礎
と
す
る
生
産

性
運
動
は
不
可
欠
で
あ

る
。働

く
者
す
べ
て
に
働
く

意
義
が
共
有
さ
れ
、
働
き

が
い
が
実
感
で
き
る
社
会

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
産

性
三
原
則
を
堅
持
し
つ

つ
、
質
の
向
上
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
。

　
第
一
原
則
の
「
雇
用
の

維
持
・
拡
大
」
は
、
個
別

企
業
の
み
な
ら
ず
企
業
グ

ル
ー
プ
、
産
業
・
業
種
単

位
で
の
雇
用
の
維
持
と
創

出
に
視
野
を
拡
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
人

生
と
職
業
生
活
が
無
理
な

く
両
立
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
べ
く
、
働
く
者
の
働

き
方
に
関
す
る
選
択
権
と

公
正
処
遇
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
第
二
原
則
の
「
労
使
の

協
力
・
協
議
」
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
を
含
め
た
企
業
グ

ル
ー
プ
や
産
業
・
業
種
単

位
に
ま
で
労
使
協
議
制
を

拡
げ
、
内
容
の
充
実
を
期

す
必
要
が
あ
る
。
同
時
に

政
労
使
の
社
会
対
話
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
組
合
員
で
は

な
い
人
々
、
労
働
組
合
の

な
い
企
業
で
働
く
人
々
に

対
し
、
企
業
と
の
意
思
疎

通
の
仕
組
み
を
構
築
す
べ

き
で
あ
る
。

　
第
三
原
則
の
「
成
果
の

公
正
分
配
」
は
、
働
く
者

へ
の
適
正
な
分
配
と
と
も

に
将
来
の
付
加
価
値
向
上

に
向
け
た
人
材
投
資
の
促

進
を
求
め
、
消
費
者
を
含

め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
各
段
階
の
付
加
価

値
を
適
正
に
評

価
す
る
こ
と
を

目
指
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
併
せ
て
、

社
会
の
持
続
可
能
性
へ
の

貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
今
後
、
幹
事
会
に
お
い

て
「
�
周
年
を
契
機
と
し

た
生
産
性
運
動
」
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
基

に
「
�
周
年
宣
言
」
を
起

草
す
る
予
定
で
あ
る
。


